近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２０クール日報（４月９日～４月１５日）
	報告日
天気
	4月11 日（木）
晴れ（　気温：3～17°）
	報告者
	京都市西京区社協　小山
※チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ20クール:青木、北村、越智、小阪、平川、武重、藤澤、村上、立川、荒井、前川
　　　　　　　　小山
※関東ブロック6名(神奈川県)

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:30 マッチング開始
10:20 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:20 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:00 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
・仮仮置場 希望の丘テニス場。
・関ブロ1名、近ブロ１名ポスティング活動に同行。
・今後の対策ミーティング
七尾市社協：堀口局長、直課長
七尾市：高木氏
支援Ｐ：松本氏、高橋氏
関ブロ：渡辺氏
近ブロ：小山

	
	17:00 終礼
17:30 残務整理、翌日の準備
18:15 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V104名（テント村62名、県V34名、運転V8名）
　現地調査12件（うち一般11件、技術系1件）
　ニーズ対応16件（うち完了15件、継続1件）
　ニーズ425残件（キントーン数値）
●マッチング担当
・足を痛めていたボランティアがおり、急遽車両班の事務作業をお願いした。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F74、ＸＸＬ14、洗濯:F30、ＸＸＬ20）
・ボランティア当日受付について、2重登録や、記入ミスなど適宜チームリーダーか谷口氏に削除、修正を依頼した。
●現地調査担当
・災害ＶCo4名、丸亀市3名、自治労2名、市社協2名、関ブロ3名、近ブロ3名の17人体制で実施。
・連絡がない世帯に対しアポなしで訪問中。
●ポスティング担当(能登島)
・2班体制(V18名、近ブロ1名、関ブロ1名計20名)で実施。
・支援Pより：ポスティング等の今後の動き（予定）について共有。
●仮仮置き場担当
・V21名活動。仮置き場待ち時間なし。

	今後の主な予定
	・支援P引継ぎ:　4/12 香川県社協　松本氏　→栃木県社協　津布久氏。
・21クールに向けたマニュアルの更新を各班で順次取り掛かっていく。

	調整課題・所感等
	・ボランティア中に怪我した際、消毒前に洗い流すための水が必要ではないかとの意見があり、市社協で用意ができるか検討中。
・本日の対策ミーティングでは、支援Pよりニーズ掘り起こしに向けた取組の実施計画の説明等を踏まえて、今後の動きについて意見交換。以下確認事項等。
１　4/26までに現在実施しているポスティングと併せて、ボランティアによる作業ニーズの聞き取り、職員が避難所で作業ニーズの聞き取り、民生委員・介護保険事業者相談支援事業所等を通じた作業ニーズの拾い上げを実施予定。
　２　現在ボランティア活動の受入れ範囲を「居住スペース内」としているが、それ以外も対
　　　象に加えるかどうかが議論された。結論、検討継続となった。
　３　作業ニーズ以外のニーズ対応について、どこのセクションで対応するか市社協で検討す
るとのこと。

	その他
	・明日、信濃毎日新聞社が災害ボランティアセンター、被災者宅へ取材予定。
・技術V復興支援福岡12日まで。



